
幼児教育の質の向上及び幼児教育・保育施設の再編の推進について

市立幼稚園の定員割れ、保育所の待機児童等の存在、施設の老朽化等様々な課題が生じている。

これらの課題を早急に解決するとともに、子ども・保護者にとってより良い教育・保育環境の充実を図る必要がある。

※“子ども・保護者にとって、より良い教育・保育環境の充実を図ること”を第一の目的に、市民の意見、市議会での審議を踏まえ

「地域(３次生活圏)ごとに原則１箇所の市立認定こども園の設置」、「全体像の提示」を変更点とした

➣令和２年10月 「岸和田市立幼稚園及び保育所再編方針【改訂】」を策定

【今後の就学前児童に対する教育・保育の考え方】

➣市立幼稚園及び保育所を集約し、認定こども園へ再編

➣地域(３次生活圏)ごとに再編

➣地域(３次生活圏) ごとに市立認定こども園を設置

➣民間事業者の積極的な参入の促進

➣民間園との連携・協力体制を強化

➣市立施設(23幼稚園・11保育所)を、市立及び民間認定こども園を合わせ14～19園に再編

【必要再編数】

➣市立施設(23幼稚園・11保育所)を、市立及び民間認定こども園を合わせ14～19園に再編

【今後の予定】

◆令和２年12月

➣第４回定例会で再編方針【改訂】及び個別計画(案)を報告

◆令和２年１月～

➣市内６箇所で計10回の再編方針【改訂】市民説明会を実施

➣個別計画(案)の対象地域の説明会を実施

保護者や地域住民の不安を解消し、理解を得ながら進められるよう、

丁寧な説明と話し合いを行い、再編の取組を着実に実施していく
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